
平成27年度（第３回）岩手県道路メンテナンス会議

日時：平成28年1月19日

14:00～15:15

場所：盛岡市勤労福祉会館

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

(1)道路メンテナンス年報（完成版）の紹介 資料 1-1

東北地方のデータ分析 資料 1-2

岩手県のデータ分析 資料 1-3

(2)平成26年度点検 早期又は緊急に措置すべき施設の対応状況

・判定Ⅳの今後の措置予定 資料 2-1

・判定Ⅲの今後の措置方針 資料 2-2

(3)平成27年度点検の進捗状況について 資料 3

(4)平成27年度点検 緊急措置状況（判定区分Ⅳ） 資料 4

(5)点検計画の見直し（案）について 資料 5

(6)鉄道事業者との協議状況等について 資料 6

(7)個別施設計画の策定について 資料 7

(8)地域一括発注について 資料 8

(9)その他（研修・パネル展開催状況） 資料 9

４．意見交換

５．閉 会



【機密性２】

国土交通省 東北地方整備局 提供資料

平成27年度 第３回
岩手県道路メンテナンス会議

20160119

岩手県 国道４５号 織笠大橋
Ｈ２７.７ 撮影
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【機密性２】資料１-１道路メンテナンス年報の概要
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【機密性２】
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資料１-２道路メンテナンス年報のデータ分析（東北地方）

優先で点検すべき橋梁の判定区分Ⅲ、Ⅳの割合は、緊急輸送
道路を跨ぐ跨道橋が約14%、跨線橋が20％、緊急輸送道路を構
成する橋梁19%となっています。（橋梁全体16%）

11%

17%

13%

19%

18%

24%

21%

19%

21%

23%

17%

19%

27%

29%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

橋梁

トンネル

道路附属物等

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

17%

11%

11%

平成26年度実施状況

図-1 点検実施状況（全体）【東北地方 全道路管理者】

図-2 点検実施状況（ 優先）【東北地方 全道路管理者】 図-5 点検結果（ 優先）【東北地方 全道路管理者】

図-3 点検結果（橋梁）
【東北地方(国管理)】

図-4 点検結果（橋梁）
【東北地方(市町村管理)】

平成２６年度において、橋梁は東北地方約7.4万橋のうち、約0.8万
橋の点検を実施しました。

緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋
梁について、それぞれの点検実施率は、約12％、約9％、約14％と
なっています。

平成２６年度に点検を実施した橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措
置を行う必要のある橋梁が、国は20%（132橋）、市町村では16％（677橋）と
なっています。

【平成26年度の点検実施状況】 【平成26年度の点検結果】

3



【機密性２】資料１-２道路メンテナンス年報のデータ分析（東北地方）

図-１ 【東北地方(国管理)】 図-２ 【東北地方(市町村管理)】

【参考】判定区分と建設経過年度（橋梁）
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【機密性２】
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優先で点検すべき橋梁の判定区分Ⅲ、Ⅳの割合は、緊急輸送
道路を跨ぐ跨道橋が約33%、跨線橋が11％、緊急輸送道路を構成
する橋梁17%となっています。（橋梁全体15%）

平成２６年度において、橋梁は岩手県約1.4万橋のうち、約0.1万橋
の点検を実施しました。

緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋
梁について、それぞれの点検実施率は、約12％、約3％、約15％と
なっています。

平成２６年度に点検を実施した橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措
置を行う必要のある橋梁が、国は17%（19橋）、市町村では19％（69橋）と
なっています。

【平成26年度の点検実施状況】 【平成26年度の点検結果】
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資料１-３道路メンテナンス年報のデータ分析（岩手県）

図-1 点検実施状況（全体）【岩手県内 全道路管理者】

図-2 点検実施状況（ 優先）【岩手県内 全道路管理者】 図-5 点検結果（ 優先）【岩手県内 全道路管理者】

図-3 点検結果（橋梁）
【岩手県(国管理)】

図-4 点検結果（橋梁）
【岩手県(市町村管理)】
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【機密性２】

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定

岩手県
井戸洞１号橋 市道井戸洞線 不明 主桁・床版の腐食、破断

現在、通行止め
平成28年度架け替え予定大船渡市

岩手県
黒森沢３号橋 市道黒森沢２号線 不明 床版の腐食、破断

現在、通行止め
平成28年度架け替え予定大船渡市

岩手県
古峠橋 市道古峠線 不明 床版の抜け落ち

現在、通行止め
平成28年度上部工架け替え予定大船渡市

岩手県
古峠３号橋 市道古峠線 不明 床版の破損、漏水、抜け落ち

現在、通行止め
平成28年度上部工架け替え予定大船渡市

岩手県
下鴨ヶ崎橋 市道梨ノ木線 1976 床板のひび割れ、剥離、鉄筋露出

現在、通行止め
修繕・廃止等を検討中だが、時期未定奥州市

岩手県
天土橋 市道天土線 1954 橋台の変形・欠損、橋脚の洗堀

現在、通行止め
修繕・廃止等を検討中だが、時期未定奥州市

岩手県
堤橋 町道勝山・山内線 不明 床板の変形と欠損、路面の凹凸

現在、通行止め
架け替え予定だが、時期未定山田町

岩手県
永楽橋 町道海岸線 不明

主桁と床板のコンクリート剥離、鉄筋露
出

現在、通行止め
撤去予定だが、時期未定山田町

平成26年度の判定区分Ⅳの構造物リストの今後の予定（岩手県）

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○橋梁

○ 平成26年度の判定区分Ⅳの橋梁は8施設あり、4施設は平成28年度に架け替えを予定、残り4施設は
通行止めを継続して実施

※予算措置状況等によって今後変わりうる

資料２-１
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【機密性２】平成26年度の判定区分Ⅳの構造物リストの今後の予定（岩手県）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○トンネル

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 緊急措置内容

岩手県
花原市トンネル

市道花原市作見
内線

1935 覆工コンクリートのひび割れ
現在、通行止め
平成28年度修繕予定宮古市

岩手県
増沢トンネル 市道増沢高堂線 1957 覆工及び背面地山の崩落

現在、通行止め
平成28年度修繕予定奥州市

○ 平成26年度の判定区分Ⅳのトンネルは2施設あり、平成28年度に修繕を予定

資料２-１
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【機密性２】平成26年度の判定区分Ⅲの今後の措置方針 （岩手県） 資料2-2

メンテナンスサイクル

診断

記録

点検 措置
・補修
・経過観察
・通⾏規制
など

反映 充実

⻑寿命化修繕計画
（個別施設計画）

橋梁 トンネル 道路附属物等

国土交通省 19 8 0

高速道路会社 27 1 1

県 73 14 12

市町村 61 11 0

合計 180 34 13

岩手県 平成２６年度管理者別（判定区分Ⅲ）診断結果数

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋

跨線橋
緊急輸送道路を
構成する橋梁

国土交通省 0 1 19

高速道路会社 4 0 27

県 0 0 17

市町村 5 0 0

合計 9 1 63

○ 橋梁、トンネル等の判定区分Ⅲの施設については、次回点検までに修繕することを基本
○ 優先すべき橋梁（緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋梁）の判定区分Ⅲ

の施設については、優先して修繕を実施
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【機密性２】

管理者 管理施設数
H27計画
見直し前

点検実施率 診断実施率H27計画
見直し後

うち点検済
うち診断済

国 582 85 86 83 0 97% 0%

高速 687 43 77 77 0 100% 0%

岩手県 2,671 172 202 150 0 74% 0%

市町村計 10,004 1,191 1,571 1,251 392 80% 25%

合計 13,944 1,491 1,936 1,561 392 81% 20%

資料３平成27年度点検進捗状況 橋梁 （岩手県）

平成２７年１２月末時点
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【機密性２】平成27年度点検の判定区分Ⅳの構造物リスト（岩手県）

○ 判定区分Ⅳの施設は、現時点で該当施設無し(平成２７年１２月末時点)

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

＜判定区分Ⅳのリスト＞

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

○道路附属物等

○トンネル

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

※判定区分

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○橋梁

判定区分Ⅳ該当施設なし

資料４

判定区分Ⅳ該当施設なし

判定区分Ⅳ該当施設なし
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【機密性２】

＜５年間の点検計画＞

（見直し前） （見直し後（案））

＜ 優先で点検すべき橋梁の点検計画＞

※暫定版であり、今後の進捗等により変動する可能性有り

資料５点検計画見直し（案） （東北全体） 全道路管理者
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【機密性２】

＜５年間の点検計画＞

（見直し前） （見直し後（案））

＜ 優先で点検すべき橋梁の点検計画＞

※暫定版であり、今後の進捗等により変動する可能性有り

資料５点検計画見直し（案） （岩手県） 全道路管理者
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【機密性２】平成２７年度 鉄道事業者との協議状況等について（岩手県） 資料６

＜平成27年度の跨線橋協議状況および点検実施状況＞

管理者 H27
点検計画

協議
完了

点検状況 診断状況

完了 点検予定
（H28.3末まで）

完了 診断予定
（H28.3末まで）

国土交通省 １０ １０ ８ ２ ０ １０

高速道路会社 ２ ２ ２ ０ ０ ２

岩手県 ４ ４ ３ １ ０ ４

市町村 ７ ７ ４ ３ ０ ７

合計 ２３ ２３ １７ ６ ０ ２３

13



資料７
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【機密性２】資料７
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防災・安全交付金 社会資本整備総合交付金交付要綱

交付要綱附属第２編 交付対象事業の要件 p.357

３．改築（老朽化対策を主たる目的として行う更新事業に限る。）及び修繕に関す
る事業については、次に掲げる要件のいずれにも該当するものであること。

① 地方公共団体において「インフラ長寿命化計画（行動計画）」を策定している
こと。
ただし、平成29 年度以降の措置とする。

② 橋梁、トンネル及び大型の構造物（横断歩道橋、門型標識、シェッド等）に係
る事業にあっては、道路法施行規則第４条の５の２の規定に基づく、近接目視
による定期点検・診断等を実施し、その診断結果が公表されている施設であっ
て、「長寿命化修繕計画（個別施設計画）」に基づくものであること。
ただし、橋梁（橋長15ｍ以上のものに限る。）にあっては平成29 年度以降の

措置とし、橋梁（橋長15ｍ未満のものに限る。）、トンネル及び大型の構造物
（横断歩道橋、門型標識、シェッド等）にあっては平成33 年度以降の措置とす
る。

資料７
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【機密性２】

希望市町村

町

点検実施コンサルタント

点検業務を外部委託

委託契約
委託費+監理費

【一括発注の概要】

（公財）岩手県土木技術振興協会

地域一括発注の進捗状況（岩手県） 資料８

・当面は施設数が多い橋梁を対象として実施予定。
・点検要領、積算基準は、県の点検要領を使用予定。
（※H26.6に国が策定した自治体向け要領、積算基準は使用

しない）
・調書作成にあたっては、国への提出様式も作成。
・技術職員が少ない自治体を優先的に支援。

村市

②土振協と各市町村が委託契約を締結

①メンテナンス会議事務局で市町村の意向等をとりまとめ

・市町村の意向と土振協の受託可能数量などに応じて、一括発注実
施市町村数をとりまとめ。

③点検内容に応じ土振協と各市町村が変更契約

⑤土振協による点検診断結果の確認・納品

④点検結果について市町村と中間協議等を実施

・交付金の交付決定を受けて各市町村と契約を締結。
・コンサルタントに再委託し業務に着手。

・統一的な視点に立って、点検を実施し、診断結果をとりまとめ。
・点検結果について各市町村と協議しながら診断結果を取りまとめ。

・現地条件や点検方法の変更などがある場合は、変更契約を締結。

前
年
度

当
該
年
度

※各市町村は、土木技術振興協会からの受託希望調査にもエントリーのこと。

【一括発注の進め方】【一括発注の前提条件】

○市町村の人不足・技術力不足を補うため、市町村が実施する点検・診断の業務を（公財）岩手県土木技術振興
協会が受託することで、一括発注を実施。

平成27年度の一括発注の実施状況
○参加９市町村分を実施中
○点検実施数（道路橋505橋、ﾄﾝﾈﾙ1箇所、ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ１箇所）

※当初契約分

平成28年度の一括発注の実施予定
○参加予定 １４市町村
○点検予定数（主に道路橋について調整中）

＜地域一括発注による平成27年度の点検実施状況と平成28年度の点検計画＞
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【機密性２】

①道路構造物管理実務者研修
〈東北地方整備局〉

対 象：自治体職員及び直轄職員

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、
点検要領に基づく点検に必要な知識・
技能等を取得するための研修。

募集時期：４月～９月下旬

【H27年度研修（実施）】

※Ｈ２７年度状況：延べ７９名の地方公共団体職員（４５県市町村）が受講

研修名 開催時期 延参加自治体数 受講者数

橋梁初級Ⅰ ⅰ期 7/6～7/10 ７ ７名

トンネル初級 8/25～8/28 ７ ７名

橋梁初級Ⅰ ⅱ期 9/14～9/18 ２７ ３７名

橋梁初級Ⅱ 11/17～11/20 ２０ ２８名
直轄職員を除く

重複を除く

H27年度研修開催状況（１／２）・現地見学会 資料９
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【機密性２】H27年度研修開催状況（２／２）・現地見学会

①メンテナンス研修：橋梁・トンネル

対 象： 自公体職員
参加人数： ４０名
時 期： １ ２月１５日
場 所： 国道４５号新田橋、

宮古市道花原市トンネル
目 的： 道路施設の管理者または発注者

として必要とする知識を習得する
ことを目的に、橋梁・トンネルの現
現場に赴き実点検等を実施。

②現場見学会：トンネル

対 象： 一般市民
参加人数： １７名
時 期： １１月１４日
場 所： 落合トンネル（旧国道１０６号）

新区界トンネル
目 的： 一般の方に、トンネルの長寿命化に向け

た取組みを理解して頂くことを目的に、
コンクリートの損傷が進むトンネル現場と
凍害に強い高品質なコンクリートを施工しているトンネル現場を見学。

資料⑨

19

新田橋点検 花原市トンネル見学

新区界トンネル見学 落合トンネル見学

19



【機密性２】国民への発信（パネル展開催状況）
＜パネル展・「道の駅」にしね＞

パネル展実施状況及び予定

＜パネル展・「道の駅｣雫石あねっこ＞

月 日 会 場

12/18 ～ 1/29 道の駅 にしね

12/25 ～ 1/4 道の駅 雫石あねっこ

1/5 ～ 1/14 道の駅 石鳥谷

1/5 ～ 1/14 道の駅 たろう

1/15 ～ 1/24 道の駅 石神の丘

1/15 ～ 1/24 道の駅 やまびこ館

1/25 ～ 2/4 道の駅 区界高原

1/25 ～ 2/4 道の駅 みやこ

2/5 ～ 2/14 道の駅 遠野風の丘

2/5 ～ 2/14 道の駅 くじ

資料⑨
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法面保護工・護岸工

補強土壁工

防護柵工

舗装工

橋梁下部工

基礎工
擁壁工

函渠工
橋梁上部工鋼箱桁

排水構造物工

Co舗装工

情報ﾎﾞｯｸｽ工

橋梁支承工

制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

As舗装工

橋脚支承部

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版

PCT桁

鋼製支承

PC中空床版

エリア２（土工モデル他）

エリア１（コンクリート、橋梁上部工モデル他）

東北技術事務所構内体験型実習施設配置図

■この実習施設は、実物大のスケールで再現したコンクリート構造物の不
具合を「見て・触って・考えてもらう」ことで、正しい施工手順やどのような施
工不良があるのか、さらにどのようにすれば施工不良を防ぐことができるの
かを、習得することを目的としています。

体験型土木構造物実習施設

エリア １ （コンクリートモデルほか） エリア １ （橋梁上部工モデルほか）

エリア ２ （土工モデルほか）

■本施設は平成20年度から運営しており、国土交通省職員のほか、民間企業や
地方自治体、学校関係等多くの人達から利用申込があり、平成27年12月31日現
在で利用者数累計が5,855人となっています。遠方からの利用者も増えており、9
月には横浜市道路局の職員が、また、大阪市や北海道からも視察に来ています。

【H27.12.31現在】

【東北技術事務所】
資料9
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３．PC中空床版橋（プレテン）モデル（湖山橋）

国道46号仙岩道路の湖山橋（昭和50年竣工）は、凍害と塩害などの複合劣化により、PC鋼線が腐食
などしたため撤去したものです。損傷のメカニズムや点検時の留意点などについて学習します。

昨年度に新規追加した、保全点検コースが活用されています。

１．RC床版モデル（山葵沼橋）

昭和54年に竣工し、平成22年度に床版補修工事で撤去した床版の一部です。

凍害・塩害・疲労損傷などにより、ひび割れ・

砂利化が進行し、ボロボロになったため、

RC床版を撤去し更新したものです。

損傷のメカニズムや点検の留意点などを

学習します。

２．PCT桁橋（ポステン）モデル（歌津大橋）

歌津大橋は、東日本大震災の津波により殆どが流失しましたが、流されず残った桁の一部です。

PC橋の構造や種類、点検時の留意点などを学習します。

国道112号月山道路 山葵沼橋（損傷劣化）築31年

国道45号 歌津大橋（大震災で流失） 国道46号仙岩道路 湖山橋（損傷劣化）築34年

体験型土木実習施設で監督・検査技術や保全点検技術の向上を図ってみてはいかがでしょうか。

皆様の申し込みをお待ちしています。

利用要領：http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/gijutsuryoku/jinzai/pdf/youryou.pdf
空き状況：http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/gijutsuryoku/jinzai/taikengata.html

問合せ先：東北技術事務所 施工調査・技術活用課 専門調査員（内線 782-387）

うたつ

こざん

わさびぬま

ＰＣ中空床版橋モデルで損傷劣化原因を学習

■平成27年度は申込利用者の約７割（678名：12/31現在）が利用して、保全
点検技術の向上を図っています。

ＲＣ床版橋モデルで損傷劣化原因を学習
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